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ハ
イ
ラ
イ
ト
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月
臨
時
会　

３
月
定
例
会

主な補正 学
童
保
育
所
施
設
整
備
事
業 
旧
石
部
南
幼
稚
園
用
途
変
更
の
た
め
の
測
量
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�
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�
�
�
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�
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低
所
得
者
等
重
点
支
援
臨
時
給
付
金
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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住
民
税
均
等
割
の
み
の
世
帯
10
万
円
×
1
，5
0
0
世
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子
育
て
世
帯
５
万
円
×
1
，5
0
0
人

◀P5

物
価
高
騰
対
策

補正予算
１月臨時会

補正予算
３月定例会

議案
３月定例会

16
号　
工
事
に
関
す
る
変
更
協
定
の
締
結
に
つ
い
て（
名
神
高
速
八
重
谷
跨
道
橋
撤
去
完
了
）��
�
�
�
�
�
�
�
�
�

25
号　
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

◀P5◀P5

保育園
振興対策

970,723千円
＋18,093千円

認定こども園
振興対策

1,029,211千円
＋32,919千円

障がい
福祉事業

1,365,667千円
＋68,398千円

237,952千円

売却価格
20億円

総工費

298,784,
500円

協定金額を

70,453,3
69円減額

227,784,
131円の2

/3を

市が負担

内、16億円
を

財政調整基
金へ

４億円を

公共公益施
設等

整備基金へ

こ
ど
も
計
画
の
た
め
の
調
査
・
策
定
業
務
委
託
費
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
◀P5

7,710千円

5,000千円
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1
令
和
６
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
湖
南
市
施
政
方
針
に
つ
い
て

「
湖
南
市
を
変
え
る
12
の
政
策
」に
つ
い
て

令
和
６
年
度
湖
南
市
教
育
方
針
に
つ
い
て

　
　
湖
南
市
公
明
党
議
員
団

�

細
川
ゆ
か
り

◀P12

2
令
和
６
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
教
育
方
針
に
つ
い
て

任
期
最
後
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

�

会
派 

き
ず
な　
森
す
な
お

◀P12

令
和
６
年
度
施
政
方
針
及
び
市
政
の
諸
課

題
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
教
育
方
針
に
つ
い
て

　
　
日
本
共
産
党
湖
南
市
議
員
団

�

　
松
井
け
い
子

3

◀P13

4
防
災・減
災
に
つ
い
て

障
が
い
児
者
の
居
場
所
に
つ
い
て

フ
ェ
ム
テ
ッ
ク
に
つ
い
て

夜
間
中
学
設
置
に
む
け
て

�

副
田
悦
子

◀P15

5
児
童
館
政
策
に
つ
い
て

生
活
道
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

�
奧
村
幹
郎
◀P16

6
生
田
市
政
を
問
う

�

大
島
正
秀
◀P16

10
校
庭
の
芝
生
化
に
つ
い
て

医
療
の
充
実
に
つ
い
て

�

堀
田
繁
樹
◀P18

11
水
道
事
業
に
つ
い
て

特
別
活
動（
特
活
）に
つ
い
て（
日
本
式
教

育
）

�

松
原
栄
樹

◀P19

7
道
路
の
騒
音・振
動
問
題
に
つ
い
て

運
転
手
不
足
へ
の
対
応
に
つ
い
て

湖
南
市
農
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

�

川
波
忠
臣

◀P17

8
過
去
の
一
般
質
問
に
つ
い
て（
横
断
歩
道・

通
学
か
ば
ん
）

�

永
田
誠
治
◀P17

9
地
域
自
治
の
担
い
手
と
市
に
よ
る
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て

�

中
土
翔
太
◀P18

代
表
質
問 

一
覧

3
発
想
を
新
た
に
し
た
今
ま
で
に
な
い
図
書

館
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て

石
部
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
に
つ
い
て

災
害
に
備
え
た
避
難
所
に
つ
い
て

お
昼
寝
セ
ン
サ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

�

赤
祖
父
裕
美

◀P15

1
市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

人
権
教
育
に
つ
い
て

体
育
施
設
の
空
調
に
つ
い
て

�

藤
川
み
ゆ
き

◀P14

2
庁
舎
整
備
に
つ
い
て 

�

望
月
卓
◀P14

一
般
質
問 

一
覧

３月定例会、令和６年度予算

令和６年度

 253億円
一般会計予算 ◀P.8

◀P.9

前年度予算額222億２千万円（13.9%増）

投資的事業

防災行政無線屋外拡声子局更新事業
石部駅周辺整備事業
道路維持補修事業
小・中学校体育館空調整備事業
学童保育所施設整備事業
市民学習交流センター改修事業
甲西文化ホール大規模改修事業
市営住宅茶釜団地B棟長寿命化修繕事業
リサイクルプラザ大規模改修事業

6,077万7千円
1億7,734万2千円
1億1,725万円
4,170万1千円
1億1,177万円
582万8千円
5,198万4千円
8,636万5千円
329万7千円

新規事業

甲西文化ホールトイレ改修事業
社会体育施設トイレ改修事業
ひきこもり支援事業
こなんママパパ子育て応援事業
保育士確保・定着事業
小・中学校校舎等照明LED化事業
菩提寺くじらこども園改修事業

4,225万1千円
9,694万5千円
1,050万円
1,560万円
500万円

2,768万3千円
5,533万3千円

継続・拡充事業

下田こども園整備事業
こどもの居場所づくりモデル事業
水戸学童保育所空調機更新事業
出産・子育て応援給付金給付事業
母子保健事業

6,016万7千円
218万円

156万2千円
5,560万円
400万4千円

高松公園跡地売却関連事業（整備基金からの取り崩し）
社会体育施設整備事業
体育施設ナイター照明LED化事業
十禅寺緑地公園ターザンロープ改修事業
下田地先公園整備事業

1億1,840万2千円
279万6千円
257万4千円
350万円

湖南市議会だより3

湖
南
市
議
会
だ
よ
り



３月議会定例会　議決結果
分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第２号
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、市条
例中の引用箇所について所要の改正を行うもの。

◎

議案第３号
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に
関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定について
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関
する基準等の一部を改正する省令の施行に伴い、指定
地域密着型サービスの事業等の人員等に関する事項に
ついて、所要の改正を行うもの。

○

議案第４号
湖南市職員の育児休業等に関する条例等の一部を
改正する条例の制定について
地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、会計
年度任用職員に勤勉手当を支給するため、所要の改正
を行うもの。

◎

議案第５号
湖南市長の給料月額の特例に関する条例を廃止する
条例の制定について
令和２年の湖南市長選挙における政治資金問題に対
し、市政の責任者として社会に影響を及ぼしたことから、
市長の給料を減額するため、条例を制定した。
市長の令和５年７月から同年12月までの給料を減額する
条例は、その目的を果たしたため、廃止するもの。

◎

議案第６号
湖南市文化ホール条例の一部を改正する条例の制
定について
湖南市文化ホールの使用時間を変更するため、所要の
改正を行うもの。

◎

議案第７号
湖南市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制
定について
地域の実情に沿った柔軟なクラブ運営を可能とするた
め、放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準における職員体制の事項について、所要の改正
を行うもの。

◎

分類 議　案　名　等 結果

条　
　

例

議案第８号
湖南市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例の制定について
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに
特定子ども・子育て支援施設等の運営に関する基準が
改正されたことに伴い、施設の重要事項の書面提示の
義務付けを見直し、書面掲示に加え、インターネットを利用
して公衆の閲覧に供することとするため、所要の改正を
行うもの。

◎

議案第９号
湖南市介護保険条例の一部を改正する条例の制定
について
第９期介護保険事業計画の策定に当たり算出した令和
６年度から令和８年度までの介護保険料の額を改定す
るほか、介護保険法施行令等が改正されたことを受け、
介護保険料の算定に関する事項等について、所要の改
正を行うもの。

◎

議案第10号
湖南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例の制定について
一般職の職員の給与に関する法律の一部を改正する
法律の施行に伴い、非常勤消防団員等に係る損害補償
の基準を定める政令で定める非常勤消防団員等および
消防作業従事者等の損害補償に係る補償基礎額につ
いて、所要の改正を行うもの。

◎

補
正
予
算

議案第11号
令和５年度湖南市一般会計補正予算（第10号）

【歳入歳出】それぞれ５億2,024万６千円を減額
【補正後の額】235億8,282万円

◎

議案第12号
令和５年度湖南市国民健康保険特別会計補正予算
（第３号）
【歳入歳出】それぞれ１億2,477万７千円を追加
【補正後の額】55億6,509万９千円

◎

議案第13号
令和５年度湖南市国民健康保険診療所特別会計補正
予算（第３号）

【歳入歳出】857万1千円を減額
【補正後の額】５億2,899万4千円

◎

令
和
６
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た

ま
ち
の
表
情
が
春
の
陽
気
か
ら

新
緑
の
芽
吹
き
へ
変
わ
っ
て
き
て
、

こ
れ
か
ら
５
月
を
迎
え
よ
う
か
と

い
う
時
期
で
す
が
、
本
稿
筆
記
時

点
で
は
３
月
市
議
会
定
例
会
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
す
。
毎

年
３
月
の
市
議
会
定
例
会
は
全
国
的
に
次
年
度
の
予
算
を

審
議
す
る
こ
と
か
ら「
予
算
議
会
」と
も
通
称
さ
れ
ま
す
。

湖
南
市
議
会
で
も
予
算
審
議
を
終
え
、
湖
南
市
の
予
算
が

決
ま
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
予
算
は
一
般
会
計
が
２
５
３
億
円
と
な

り
ま
し
た
。前
年
度
予
算
か
ら
は
約
30
億
円
の
増
と
な
り
、

こ
れ
は
過
去
最
大
規
模
の
予
算
編
成
で
す
。
一
方
で
、
市

税
収
入
は
本
年
度
予
算
86
億
５
千
万
円
と
前
年
度
予
算
か

ら
１
億
４
千
万
円
減
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
つ
ま
り

収
入
は
や
や
減
っ
て
支
出
は
増
え
る
と
い
う
見
込
み
に
な

り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
収
入
が
90
億
円
弱
で
支
出
が
２
５
０
億
円

強
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
一
般
家
庭
の
感
覚
か
ら
す
る

と
、
ど
う
や
っ
て
や
り
繰
り
す
る
の
か
不
思
議
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
簡
易
に
説
明
す
る
と
、
国
や
県
が
必
要
と
認
め

る
市
の
施
策
や
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
出
に
つ
い
て

市
の
借
金
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
国
や
県
が
か
な
り
の
部

分
を
負
担
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
や
県
の
認
め
る
事
業
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
必
要
な
順
に
市

が
選
択
し
て
い
く
こ
の
よ
う
な
仕
組
み
が
あ
る
か
ら
国
の

目
指
す
方
向
性
が
全
国
の
市
町
村
に
拡
が
っ
て
い
る
と
い

え
ま
す
し
、
私
た
ち
は
日
本
全
国
同
じ
よ
う
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
逆
に
言
う
と

市
町
村
ご
と
の
大
き
な
特
色
は
打
ち
出
し
に
く
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

市
議
会
で
は
こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
た
う
え
で
予

算
の
審
議
・
審
査
を
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

�

議
長
　
上
野
　
顕
介

議
長
コ
ラ
ム
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分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第14号
令和５年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

【歳入歳出】それぞれ7,393万８千円を追加
【補正後の額】12億2,881万円

◎

議案第15号
令和５年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第３号）

【歳入歳出】それぞれ2,514万８千円を減額
【補正後の額】41億2,558万５千円

◎

議案第27号
令和５年度湖南市一般会計補正予算（第11号）

【歳入歳出】それぞれ1,400万円を追加
【補正後の額】235億9,682万円

◎

当
初
予
算

議案第17号
令和６年度湖南市一般会計予算

【歳入歳出予算額】253億円
○

議案第18号
令和６年度湖南市国民健康保険特別会計予算

【歳入歳出予算額】51億7,073万２千円
○

議案第19号
令和６年度湖南市国民健康保険診療所特別会計予算

【歳入歳出予算額】４億1,635万5千円
◎

議案第20号
令和６年度湖南市後期高齢者医療特別会計予算

【歳入歳出予算額】12億7,854万９千円
○

議案第21号
令和６年度湖南市介護保険特別会計予算

【歳入歳出予算額】39億6,405万１千円
○

議案第22号
令和６年度湖南市訪問看護ステーション事業特別会計予算

【収益的収入および支出】6,065万9千円
【資本的収入および支出】0円

◎

議案第23号
令和６年度湖南市水道事業会計予算

【収益的収入および支出】　収入　14億8,611万2千円
　　　　　　　　　　　 支出　14億6,932万1千円

【資本的収入および支出】　収入　２億6,743万3千円
　　　　　　　　　　　 支出　５億1,280万9千円

◎

議案第24号
令和６年度湖南市下水道事業会計予算

【収益的収入および支出】　収入　17億2,367万３千円
　　　　　　　　　　　 支出　16億5,836万８千円

【資本的収入および支出】　収入　11億5,677万2千円
　　　　　　　　　　　 支出　18億445万7千円

◎

※◎全会一致で原案可決・採択　　○賛成多数で原案可決

令和６年３月湖南市議会定例会　提出案件（賛否）
○：賛成　●：反対

議案番号 件　　　　名

会派きずな
日本共産
党湖南市
議員団

湖南市
公明党
議員団

無会派

森
　
　
　
　
淳

望

月
　

卓

堀
田
　
繁
樹

大
島
　
正
秀

奥
村
　
幹
郎

中
土
　
翔
太

永
田
　
誠
治

松
井
　
圭
子

川
波
　
忠
臣

細
川
　
ゆ
か
り

副
田
　
悦
子

赤
祖
父
　
裕
美

松
原
　
栄
樹

加
藤
　
貞
一
郎

藤
川
　
み
ゆ
き

議案第３号
指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に
関する基準等の一部を改正する省令の施行に伴う関係
条例の整理に関する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第17号 令和６年度湖南市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 令和６年度湖南市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第20号 令和６年度湖南市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 令和６年度湖南市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第25号 財産の処分について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

※議長は採決に加わりません。

分類 議　案　名　等 結果

そ 

の 

他

議案第16号
工事に関する変更協定の締結について
工事名 ： 名神高速道路と交差する高速道路跨道橋（湖
南市道八重谷跨道橋線（八重谷跨道橋））の撤去工事
協定額 ： 227,784,131円
協定の相手方 ： 西日本高速道路株式会社関西支社
支社長　安達　雅人

◎

議案第25号
財産の処分について
市有財産の処分について、議会の議決を求めるもの。
土地１　所在　湖南市高松町６番４　 地目　宅地
　　　 面積　3,737.37㎡
土地２　所在　湖南市高松町７番　 地目　雑種地
　　　 面積　39,230㎡
売却予定価格　2,000,000,000円
契約の相手方　フクシマガリレイ株式会社

○

議案第26号
第二次湖南市環境基本計画の変更について
令和元年に策定した第二次湖南市環境基本計画につ
いて、社会情勢の変化や本市の動向などを反映させた
変更を行うため、湖南市議会基本条例第10条第2号の
規定により、議会の議決を求めるもの。

◎

議
発
議
案

議発議案第１号
地方自治法第180条議会の委任による専決処分事
項の指定についての一部を改正することについて

◎

議発議案第２号
湖南市議会議員の請負の状況の公表に関する条例
の制定について

◎

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

議案第１号
令和５年度湖南市一般会計補正予算（第９号）

【歳入歳出】それぞれ３億2,650万６千円を追加
【補正後の額】241億306万６千円

◎

※◎全会一致で可決

１月議会臨時会
議決結果
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本 会 議 で の 議 案 の 討 論
●議案第17号

令和6年度湖南市一般会計予算

川波 忠臣議員

市には十分な資産があります。市の純資産比
率は53%で、資産のほうが多い状況でありな
がら、明確な目標金額と根拠が示されずに多
額の基金が積み立てられています。基金の積
み立てより住民サービスに還元するべきと考
え反対します。

反対 堀田 繁樹議員

「みんなで支える子育て政策の推進」を基本
とした対前年比13.9％増の積極的な予算です。
小・中学校体育館空調整備やこども園等の整備、
高松公園跡地売却による企業誘致やスポーツ
振興の充実が期待できるため賛成といたしま
す。

賛成

●議案第18号

令和6年度湖南市国民健康保険特別会計予算

川波 忠臣議員

国保税の全県統一化はこれまでの市町の努力
を超える制度矛盾です。国が公的資金を投入
すること、滋賀県は統一化を撤回し、一般会
計からの繰り入れや基金活用で国保税値上げ
を止めさせるべきと考え反対します。

反対 藤川 みゆき議員

財源が厳しい中、基金を有効的に活用しなが
ら急激な経済的負担を避けるため保険税率を
据え置きとする予算編成は、市民の生活を考
えた被保険者に寄り添った適切な判断だと理
解して賛成とします。

賛成

●議案第21号

令和6年度湖南市介護保険特別会計予算

松井 圭子議員

物価高騰で生活が厳しくサービス利用を抑え
ている方がおられます。また事業所も介護報
酬引き下げの影響で、倒産・休廃業の危機、食
い止める政策が本市でも必要。その改善を求
め反対とします。

反対 大島 正秀議員

介護保険は、40歳以上の皆さんが保険料を負
担し、介護保険サービスは、65歳以上の方が
原因を問わず「要支援・要介護」状態となったと
きに受けることができる制度設計になってい
る予算であると考え賛成します。

賛成

すべて賛成多数で可決

　本会議は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。市民の代表である市議会議員の活動や市政
の方針などを直接議場にてお確かめください。

議会の傍聴にぜひお越しください

本会議のインターネット中継を行っています
※過去の本会議や一般質問の動画もご確認いただけます。

湖南市議会
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湖南市議会構成表

議　　　長 上　野　　顕　介

副　議　長 森　　　　　　淳

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

総 務 常 任 委 員 会 ６ 大島 永田 望月 松井 加藤

福祉教育常任委員会 ６ 藤川 松原 森 副田 川波

産業経済常任委員会 ６ 中土 細川 赤祖父 堀田 奥村

予 算 常 任 委 員 会 ９ 細川 奥村 森 加藤 堀田 藤川 大島 川波

決 算 常 任 委 員 会 ８ 松井 赤祖父 望月 松原 中土 永田 副田

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

議 会 運 営 委 員 会 ８ 望月 細川 森 松井 堀田 大島 奥村 中土

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

議会改革推進特別委員会 ６ 森 副田 堀田 奥村 永田 川波

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

議 会 広 報 委 員 会
１０名
以内

奥村 永田 中土 副田 川波

（令和６年２月２１日現在）

　能登半島地震に伴う被災地を支援するため、全議員から合計16万円の義援金が集まり、２月27日
に北信越市議会議長会へ送金しました。

　全国の市議会から１億964万6,721円の義援金が集まり、被災地の新潟県、富山県、石川県及び福
井県の市議会議長会へ贈呈されました。

全国市議会議長会　北信越市議会議長会
新潟県市議会議長会　富山県市議会議長会　石川県市議会議長会　
福井県市議会議長会

能登半島地震に対する義援金について

公
職
選
挙
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
員
が
不
特
定
多

数
の
市
民
に
年
賀
状
を

出
す
こ
と
や
、
歳
暮
・
年

賀
な
ど
の
物
を
送
る
寄
附
、

地
域
へ
の
催
し
物
の
寸
志

な
ど
を
出
す
こ
と
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
員
に
対
し
、

寄
附
を
出
す
よ
う
に
勧
誘

す
る
、
ま
た
は
要
求
す
る

こ
と
も
法
律
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為
の

禁
止
に
つ
い
て

年賀

お
歳
暮

※�令和６年２月19日付、藤川みゆき議員より、「会派きずな」離脱の届出が提出されました。

　これに伴い、議会運営委員会委員の変更がありました。

湖南市議会だより7

湖
南
市
議
会
だ
よ
り



令和６年度予算審議

一般会計 253億円 特別会計（４会計）　108億2968万7千円
企業会計（３会計）　    55億561万4千円

令和６年度一般会計・特別会計・企業会計予算案は、予算常任委員会で慎重に審査を行いました。

令和６年度当初予算

会　　計　　名 予算額 前年度当初予算額 増減率（%）

一　　　　般　　　　会　　　　計 25,300,000 22,220,000 13.9

特別会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 5,170,732 5,231,482 ▲�1.2

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 416,355 481,871 ▲�13.6

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,278,549 1,120,808 14.1

介 護 保 険 特 別 会 計 3,964,051 3,956,041 0.2

企業会計

訪問看護ステーション

事業特別会計
収益的

収入 60,659 56,254 7.8

支出 60,659 56,254 7.8

水道事業会計

収益的

収入 1,486,112 1,577,242 ▲�5.8

支出 1,469,321 1,864,027 ▲�21.2

資本的

収入 267,433 293,701 ▲�8.9

支出 512,809 574,872 ▲�10.8

下水道事業会計

収益的

収入 1,723,673 1,743,670 ▲�1.1

支出 1,658,368 1,677,795 ▲�1.2

資本的

収入 1,156,772 1,396,978 ▲�17.2

支出 1,804,457 1,957,550 ▲�7.8

（単位：千円）
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議
案
第
11
号

問　

不
用
額
に
つ
い
て

答　

特
に
工
事
費
で
物
価

高
騰
、
人
件
費
、
資
材
の

高
騰
等
を
鑑
み
予
算
を
確

保
し
た
が
、
結
果
と
し
て

一
般
競
争
入
札
に
て
低
い

金
額
で
落
ち
た
等
、
結
構

ば
ら
つ
き
が
出
て
思
わ
ぬ

大
幅
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

問　

運
転
免
許
証
自
主
返

納
の
対
策
に
つ
い
て

答　

令
和
５
年
度
２
月
末

現
在
95
名
。
令
和
４
年

度
が
１
１
５
名
で
例
年

１
１
０
名
ぐ
ら
い
の
自
主

返
納
者
が
あ
り
、
そ
の
際

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

高
齢
者
無
料
乗
車
券
の
案

内
を
し
て
い
ま
す
。

問　

女
性
の
悩
み
相
談
員

の
報
償
費
の
不
用
額
減
額

理
由
は

答　

相
談
は
、
月
２
回
２

人
体
制
で
実
施
し
て
お
り
、

う
ち
７
回
は
予
約
が
な
く

相
談
会
未
実
施
分
で
す
。

付託案件 14件

予算
常任委員会

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
12
号

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
し
た
被

保
険
者
に
対
す
る
疾
病
手

当
金
の
減
額
に
つ
い
て

答　

新
型
コ
ロ
ナ
が
５
類

に
移
行
し
た
こ
と
に
伴
い
、

申
請
で
き
る
期
間
が
限
ら

れ
、
今
年
度
中
に
出
て
く

る
で
あ
ろ
う
件
数
を
精
査

し
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
15
号

問　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
利
用
希
望
者

の
見
込
み
数
と
実
績
は

答　

見
込
み
数
10
人
に
対

し
、
実
績
は
0
人
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
17
号

問　

高
松
公
園
跡
地
売
却

に
か
か
る
利
益
に
つ
い
て

答　

高
松
公
園
の
ス
タ

ン
ド
除
却
に
か
か
る
経

費
を
差
し
引
い
た
鑑
定

額
が
14
億
５
９
０
万
円

で
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
る
募
集
の

結
果
、
売
却
価
格
20
億
円

で
提
案
さ
れ
、
差
し
引
き

５
億
９
４
０
万
円
で
す
。

問　

売
却
収
入
を
基
金
に

積
み
立
て
る
理
由
に
つ
い

て答　

買
い
戻
し
特
約
を
付

け
て
お
り
、
そ
の
条
件
が

守
ら
れ
な
い
場
合
の
買
い

戻
し
金
額
が
16
億
円
と
な

る
た
め
、
財
政
調
整
基
金

に
積
み
、
ま
た
、
高
松
公

園
は
都
市
公
園
で
、
社
会

体
育
施
設
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
売
却
し
た
収
入
の
一

部
を
公
園
整
備
や
社
会
体

育
施
設
等
の
改
修
整
備
事

業
に
活
用
す
る
た
め
、
公

共
公
益
施
設
等
整
備
基
金

に
積
み
ま
す
。

問　

地
方
債
の
発
行
に
お

い
て
の
基
準
は

答　

事
業
費
負
担
の
世
代

間
の
公
平
性
を
担
保
す
る

意
味
で
、
例
え
ば
道
路
整

備
で
あ
る
と
、
利
用
さ
れ

る
現
納
税
者
も
将
来
的
に

納
税
さ
れ
る
方
も
道
路
を

利
用
さ
れ
る
の
で
、
ご
負

担
を
お
願
い
す
る
と
い
う

考
え
方
で
す
。

問　

庁
舎
整
備
事
業
の
設

計
委
託
料
に
つ
い
て

答　

耐
震
補
強
、
制
震
、

免
震
、
新
築
等
現
在
４
パ

タ
ー
ン
で
コ
ス
ト
の
比
較

も
含
め
て
検
討
中
で
す
。

問　

総
合
体
育
館
の
更
衣

室
の
改
修
に
つ
い
て

答　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、

そ
の
後
も
利
用
者
に
使
っ

て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う

に
改
修
す
る
予
定
で
す
。

問　

母
子
保
健
事
業
の

ク
ー
ポ
ン
券
の
支
給
方
法

は答　

ク
ー
ポ
ン
券
は
、
児

童
手
当
や
子
育
て
応
援
給

付
金
な
ど
の
手
続
き
時
に

申
請
い
た
だ
き
、
一
緒
に

支
給
。
支
給
時
期
は
令
和

６
年
５
月
１
日
予
定
で
す
。

問　

夜
間
中
学
開
設
費
で

国
・
県
以
外
の
一
般
財
源

も
必
要
な
の
か

答　

国
の
補
助
金
が
３
分

の
１
で
県
は
残
り
の
85
％

を
負
担
、
全
体
枠
の
10
％

が
市
の
負
担
と
な
り
、
工

事
に
関
し
て
は
補
助
の
対

象
外
で
あ
る
た
め
、
一
般

財
源
か
ら
と
な
り
ま
す
。

問　

空
家
対
策
推
進
事
業

委
託
の
増
額
に
つ
い
て

答　

空
家
等
対
策
計
画
を

令
和
７
年
度
に
改
定
予
定

で
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
や
危
険
空
き
家
を
発

見
す
る
た
め
の
パ
ト
ロ
ー

ル
並
び
に
空
き
家
の
実
態

調
査
を
行
う
た
め
の
調
査

委
託
の
予
算
で
す
。

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

路
線
再
編
に
係
る
デ
ー
タ

更
新
作
業
委
託
に
つ
い
て

答　

滋
賀
県
内
の
全
自
治

体
が
バ
ス
の
デ
ー
タ
を
公

開
す
る
た
め
今
持
っ
て
い

る
デ
ー
タ
を
基
準
に
沿
っ

た
デ
ー
タ
に
変
換
し
て
提

供
す
る
た
め
の
業
務
委
託

で
す
。

問　

省
エ
ネ
家
電
普
及
促

進
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

答　

省
エ
ネ
家
電
の
基
準

は
、
１
世
帯
、
各
１
品
目

ず
つ
エ
ア
コ
ン
と
冷
蔵
庫

が
申
請
で
き
、
湖
南
市
内

で
の
購
入
と
省
エ
ネ
性
能

の
星
が
2
つ
以
上
の
商
品

を
対
象
と
し
、
５
月
１
日

以
降
広
報
し
て
い
き
ま
す
。

反
対
討
論

　
令
和
４
年
度
湖
南
市
純

資
産
比
率
は
53.2
％
で
す
。

そ
の
上
、
今
年
度
も
多
額

の
基
金
の
積
み
立
て
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

施
設
整
備
な
ど
で
お
金
が

必
要
な
時
は
、
施
設
を
利

用
す
る
世
代
が
、
減
価
償

却
す
る
世
代
間
の
公
平
性

に
つ
な
が
る
市
債
の
発
行

で
対
応
す
べ
き
で
す
。

賛
成
討
論

　
持
続
可
能
な
市
政
を
目

指
し
て
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
死
守
し
、
現
社

会
情
勢
で
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
織
り
込

ま
れ
て
お
り
、
前
向
き
で

積
極
的
な
予
算
だ
と
解
釈

し
ま
す
。賛

成
多
数
で
可
決

議
案
第
18
号　

問　

コ
ン
ビ
ニ
納
付
等
に

つ
い
て

答　

コ
ン
ビ
ニ
で
使
え
る

納
付
書
を
使
っ
て
支
払
う

方
法
と
決
済
ア
プ
リ
を

使
っ
て
支
払
う
方
法
の
2

つ
で
、
月
約
１
千
２
百
件

の
利
用
が
あ
り
、
納
付
の

一
助
と
な
っ
て
い
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
21
号　

問　

徘
徊
高
齢
者
家
族
支

援
サ
ー
ビ
ス
携
帯
発
信
器

利
用
補
助
金
に
つ
い
て

答　

令
和
５
年
度
か
ら
新

た
に
導
入
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
シ

ス
テ
ム
で
自
分
に
合
っ
た

も
の
を
選
ん
で
い
た
だ
き
、

初
期
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

反
対
討
論

　
介
護
保
険
料
を
払
っ
て

い
る
の
に
、
い
ざ
必
要
な

時
に
介
護
が
受
け
ら
れ
な

い
。
誰
も
が
介
護
を
受
け

ら
れ
る
た
め
に
制
度
を
見

直
す
よ
う
国
に
要
望
す
べ

き
で
す
。賛

成
多
数
で
可
決

議
案
第
22
号

問　

貸
借
対
照
表
の
未
収

金
に
つ
い
て　

答　

診
療
報
酬
と
同
様
に

１
カ
月
遅
れ
で
報
酬
が
入

る
た
め
未
収
金
と
な
り
ま

す
。

全
員
賛
成
で
可
決
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議
案
第
23
号

問　

水
道
使
用
量
が
減
少

し
て
い
る
が
事
業
継
続
は

答　

今
後
、
本
市
の
更
新

計
画
で
は
令
和
９
年
頃
に

料
金
改
定
を
行
う
必
要
が

出
て
き
ま
す
。
今
後
の
経

営
は
、
人
口
減
少
と
水
道

事
業
者
の
減
少
も
含
め
、

国
・
県
で
は
広
域
連
携
の

検
討
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
24
号

問　

現
在
の
普
及
率
と
令

和
６
年
度
予
定
普
及
率
は
。

答　

現
在
は
98.6
％
で
予
定

で
は
0.1
％
増
の
98.7
％
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
27
号

問　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ

ス
費
増
額
に
つ
い
て
。

答　

訪
問
サ
ー
ビ
ス
で
重

度
訪
問
介
護
、
行
動
援
護

等
の
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
が

増
加
し
て
お
り
、
短
期
入

所
、
共
同
生
活
援
助
、
就

労
移
行
支
援
事
業
、
就
労
、

継
続
支
援
Ａ
型
に
つ
い
て

は
増
加
傾
向
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
13
号
・
第
14
号

議
案
第
19
号全員

賛
成
で
可
決

議
案
第
20
号賛成

多
数
で
可
決

議
案
第
２
号

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
で
、
電
磁
的
記
録

を
添
え
て
議
長
へ
提
出
と

あ
り
ま
す
が
、
す
で
に

湖
南
市
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
監
査
委
員
は
会
計
監

査
委
員
に
対
し
報
告
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
あ

り
、
監
査
委
員
は
月
１
回
、

会
計
監
査
委
員
に
対
し
て
、

意
見
を
求
め
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
２
つ
に
つ
い
て

は
改
め
て
何
か
す
る
と
い

う
こ
と
が
な
い
と
い
う
解

釈
で
い
い
の
か
と
い
う
質

疑
に
対
し
、
条
例
の
内
容

は
変
わ
ら
ず
単
に
条
ず
れ

に
合
わ
せ
る
と
い
う
形
で

す
と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
４
号

　
総
務
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

総務
常任委員会

付託案件　７件

に
沿
っ
て
、
湖
南
市
も
そ

れ
に
準
じ
て
こ
の
基
準
を

設
け
る
と
い
う
解
釈
で
い

い
の
か
と
い
う
質
疑
に
対

し
、
そ
の
通
り
で
す
と
の

答
弁
で
し
た
。
令
和
６
年

度
の
対
象
者
は
、
２
９
１

名
で
す
が
、
そ
の
な
か
で

任
用
期
間
が
６
か
月
以
上
、

週
15
・
５
時
間
以
上
勤
務

の
方
、
金
額
的
に
は
予
算

上
、
約
７
，３
６
０
万
円

と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
５
号

　
３
月
議
会
定
例
会
ま
で

に
臨
時
議
会
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
廃
止
の

条
例
が
出
な
か
っ
た
か
と

い
う
質
疑
に
対
し
、
令
和

５
年
６
月
に
上
程
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
と
き
に
は
、

そ
の
前
に
設
定
を
し
て
付

則
で
期
間
が
終
了
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
も
改
正

を
す
る
と
い
う
こ
と
で
廃

止
手
続
き
を
し
た
と
こ
ろ
、

そ
の
都
度
対
応
す
べ
き
と

い
う
意
見
を
頂
い
た
の
で

今
回
上
程
に
至
っ
た
と
の

答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

付託案件　４件

福祉教育
常任委員会

議
案
第
３
号

問　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
１

人
あ
た
り
の
取
り
扱
い
件

数
が
35
か
ら
44
に
増
え
る

こ
と
に
よ
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
負
担
増
と
サ
ー

ビ
ス
低
下
に
つ
い
て

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
任
務
と
し
て
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
支
援
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
負
担
軽
減
、

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
防
止
に

努
め
て
い
き
た
い
で
す
。

問　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を

増
や
す
取
り
組
み
に
つ
い

て答　

経
験
の
な
い
人
を
対

象
に
し
た
入
門
的
研
修
や

事
業
者
の
行
う
人
材
育
成

に
対
し
て
の
補
助
制
度
も

継
続
的
に
実
施
す
る
な
ど
、

介
護
人
材
の
育
成
に
つ
い

て
も
更
に
力
を
入
れ
て
い

議
案
第
６
号

　
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
10
号

　
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
16
号

　
工
法
の
見
直
し
に
よ
っ

て
約
７
０
０
０
万
円
が
減

額
に
な
っ
た
と
あ
り
ま
す

が
工
法
の
見
直
し
は
ど
う

い
う
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の

か
と
い
う
質
疑
に
対
し
、

工
法
の
変
更
に
伴
い
橋
桁

を
支
え
る
台
車
の
台
数
を

変
更
し
て
減
額
に
な
っ
た

と
の
答
弁
で
し
た
。
工
法

の
見
直
し
つ
い
て
は
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
が
主
導
さ

れ
た
と
の
答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
25
号

　

取
得
す
る
業
者
に
つ

い
て
の
詳
細
な
情
報
を

提
供
し
て
ほ
し
い
と
の

質
疑
に
対
し
、
フ
ク
シ

マ
ガ
リ
レ
イ（
株
）は
昭

和
26
年
に
設
立
、
資
本
金

27
億
６
０
０
０
万
円
、
従

業
員
数
２
３
８
８
名
、
事

業
内
容
は
業
務
用
の
冷
凍

冷
蔵
庫
等
を
製
造
さ
れ
て

い
る
企
業
と
の
答
弁
で
し

た
。
財
政
調
整
基
金
に
積

ま
せ
て
頂
い
た
16
億
円
は

契
約
上
、
買
戻
し
特
約
を

付
け
て
い
ま
す
。
提
案
通

り
履
行
さ
れ
な
い
場
合
に

つ
い
て
は
こ
の
16
億
円
を

活
用
し
て
買
い
戻
し
を
す

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
一
方
、
公
共
公
益
施

設
の
基
金
に
積
ま
せ
て
頂

い
た
４
億
円
に
つ
い
て
は
、

高
松
公
園
は
都
市
公
園
で

も
あ
り
、
社
会
体
育
施
設

で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

湖
南
市
の
社
会
体
育
施
設

や
公
園
等
の
施
設
整
備
に

活
用
し
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
で
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

行
政
視
察
報
告

　

令
和
６
年
２
月
８
日
・

９
日
に
視
察
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

愛
知
県
長
久
手
市

◎
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

愛
知
県
常
滑
市

◎
庁
舎
整
備
に
つ
い
て
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き
ま
す
。

問　

管
理
者
の
兼
務
範
囲

の
明
確
化
に
つ
い
て

答　

事
業
所
の
新
規
拡
大

に
繋
げ
る
目
的
と
、
同
一

敷
地
内
に
限
ら
れ
て
い
た

も
の
を
敷
地
外
の
場
所
で

も
兼
務
を
可
能
に
す
る
こ

と
で
事
業
所
全
体
の
負
担

軽
減
に
も
繋
が
り
ま
す
。

反
対
討
論

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
負

担
増
加
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
同

一
敷
地
外
に
管
理
者
が
い

る
こ
と
、
１
ヶ
月
に
１
回

の
訪
問
が
２
ヶ
月
に
１
回

に
減
り
、
見
落
と
し
が
起

き
る
の
で
は
な
い
か
懸
念

が
あ
り
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
７
号

　
質
疑
、
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
８
号

　
質
疑
、
討
論
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
９
号

問　

通
知
が
年
額
表
記
で

届
く
が
、
月
額
表
記
に
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

実
際
の
保
険
料
の
徴

収
方
法
は
10
期
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
て
必
ず
し
も

月
額
に
な
っ
て
お
ら
ず
、

税
金
等
も
年
額
表
記
に

な
っ
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

行
政
視
察
報
告

　

令
和
６
年
１
月
24
日
・

25
日
の
行
政
視
察
に
つ
い

て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

・ 

富
士
市「
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
就
労
に
つ
い
て
」

　
様
々
な
理
由
で
働
き
づ

ら
さ
を
感
じ
て
い
る
全
て

の
市
民
が
対
象
に
受
け
ら

れ
る
支
援
制
度
で
、
一
人

一
人
に
合
っ
た
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
の
支
援
方
法
が
就

労
に
繋
が
っ
て
い
ま
し
た
。

・ 

名
古
屋
市「
不
登
校
、

校
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
つ
い
て
」

　

空
き
教
室
を
利
用
し
、

不
登
校
生
徒
が
安
心
で
き

る
空
間「
ほ
っ
と
ル
ー
ム
」

を
設
け
、
学
校
が
少
し
で

も
居
場
所
と
な
る
よ
う
、

過
ご
し
方
に
も
様
々
に
工

夫
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

議
案
第
26
号

第
二
次
湖
南
市
環
境
基
本

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

問　

主
な
変
更
箇
所
は
。

答　

指
標
・
数
値
を
見
直

し
、
表
や
図
を
多
く
取
り

入
れ
る
こ
と
で
見
や
す
く

し
ま
し
た
。

問　

市
内
の
環
境
関
連
団

体
数
が
減
少
し
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
見
解
や
減
少

理
由
は
。

答　

多
く
の
市
民
に
参
加

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
啓
発
や
発
信
に
つ

い
て
計
画
の
５
年
間
で
進

め
て
い
き
ま
す
。
個
々
の

団
体
の
明
確
な
解
散
理
由

に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い

ま
せ
ん
が
、
全
体
的
に
高

齢
化
が
原
因
と
捉
え
て
お

り
、
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

【
委
員
会
行
政
視
察
】

・�

参
加
者　
委
員
８
名
と

議
長（
誌
面
の
都
合
上
、

所
感
の
一
部
を
報
告
）

・
日
程
及
び
研
修
内
容

２
月
５
日（
月
）

福
井
県
お
お
い
町
議
会

①
通
年
議
会
の
運
用

②
議
員
報
酬
の
検
討

③
議
員
定
数
の
見
直
し

　

�

他
議
会
運
営
に
関
わ
る

こ
と
に
つ
い
て

「
委
員
の
所
感
抜
粋
」

・�

通
年
議
会
の
導
入
目
的
、

住
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

議
会
、
議
会
見
え
る
化

を
目
標
と
し
、
最
大
の

ポ
イ
ン
ト
が「
専
決
処

分
を
な
く
す
」こ
と
よ

り
も
、
年
間
を
通
し
て

委
員
会
を
開
催
し
委
員

会
活
動
を
充
実
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
点
は
参
考

に
す
べ
き
だ
と
思
い
ま

し
た
。

・�

報
酬
議
論
は
、
全
国
で

産業経済
常任委員会

付託案件　１件

議会運営委員会

行政視察報告

も
こ
こ
だ
け
と
い
う
議

員
の
活
動
日
数
に
応
じ

て「
本
会
議
や
委
員
会

へ
の
出
席
」の
他
、「
議

員
の
議
会
対
応
に
要
す

る
日
数
」や「
個
々
の
議

員
活
動
」を
そ
の
根
拠

と
し
た
原
価
方
式
を
採

用
し
て
お
り
、
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

２
月
６
日（
火
）

福
井
県
敦
賀
市
議
会

①
新
議
場
の
設
備・機
能

②�

議
会
改
革
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

「
委
員
の
所
感
抜
粋
」

・�

災
害
時
を
想
定
し
B
 C 

P
の
確
保
、
市
民
が
利

用
し
や
す
い
庁
舎
、
太

陽
光
発
電
余
剰
分
の
水

素
化
、
有
効
な
起
債
の

活
用
等
々
、
生
か
し
た

い
と
感
じ
ま
し
た
。

・�

旧
備
品
を
有
効
利
用
に

無
償
譲
渡
会
を
開
催
し
、

市
民
の
庁
舎
建
設
へ
の

関
心
度
と
理
解
を
得
た

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

・�

新
庁
舎
が
消
防
署
と
防

災
セ
ン
タ
ー
と
隣
接
し

て
、
災
害
時
対
応
が
、

迅
速
に
取
れ
る
体
制
が

取
ら
れ
て
い
て
非
常
に

よ
い
と
思
い
ま
し
た
。

●
広
島
県
広
島
市

住
民
参
加
に
よ
る
公
共
交

通　

や
ぐ
ち
お
も
い
や
り

タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み
に

つ
い
て�

２
月
１
日

　
急
な
坂
道
が
多
く
、住
民

の
高
齢
化
が
進
み
、道
路
幅

員
が
狭
い
た
め
路
線
バ
ス

の
乗
り
入
れ
も
な
い
郊
外

部
の
住
宅
団
地
に
お
い
て
、

住
民
主
体
で
運
行
さ
れ
て

い
る
乗
合
タ
ク
シ
ー
。国
の

「
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統

確
保
維
持
費
国
庫
補
助
金
」

を
活
用
し
な
が
ら
、市
は
運

行
が
持
続
可
能
な
も
の
と

な
る
よ
う
支
援
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
視
察
し
ま

し
た
。

●
山
口
県
周
南
市

徳
山
駅
周
辺
整
備
事
業
に

つ
い
て�

２
月
２
日

　
南
北
自
由
通
路
の
設
置

に
よ
り
駅
南
北
を
一
体
的

に
捉
え
た
整
備
を
行
い
、

旧
徳
山
駅
ビ
ル
跡
地
に
公

設
民
営
図
書
館
が
入
る

「
徳
山
駅
前
賑
わ
い
交
流

施
設
」を
整
備
し
、
中
心

市
街
地
の
公
共
空
間
の
管

理
を
官
民
連
携
管
理
運
営

事
業
と
す
る
こ
と
で
賑
わ

い
創
出
を
図
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。
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令
和
６
年
度
予
算
編
成

問　
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ナ

ン
の
推
進
」の
取
り
組
み

は
。

答
　
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
人
材
育
成
、
福
祉
避
難

所
へ
の
可
搬
型
発
電
機
の

整
備
、
災
害
対
策
用
の
無

人
航
空
機
活
用
を
計
画
。

問　

防
災
士
育
成
事
業
で
、

女
性
防
災
士
の
推
進
は
。

答
　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
視
点

は
重
要
で
ま
ち
協
や
区
・

自
治
会
等
に
呼
び
か
け
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

令
和
６
年
度
施
政
方
針

問　

市
政
参
画
の
た
め
の

今
後
の
広
聴
事
業
は
。

答
　
幅
広
い
世
代
が
参
加

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
を
検
討
し
ま
す
。

問　

小
規
模
多
機
能
自
治

の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

答
　
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
を

支
援
す
る
拠
点
、
小
規
模

多
機
能
自
治
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
地
域
に
よ
る
防

災
へ
の
取
り
組
み
、
高
齢

者
、
子
ど
も
の
見
守
り
を

継
続
推
進
し
ま
す
。

問　

こ
ど
も
未
来
応
援
部

市
独
自
の
給
付
事
業
と
は
。

答
　
市
内
で
お
む
つ
な
ど

購
入
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
を

一
人
３
万
８
千
円
支
給
。

問　

新
地
方
債「
こ
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
債（
仮

称
）」の
活
用
方
法
は
。

答
　
次
年
度
に
策
定
予
定

の「
湖
南
市
こ
ど
も
計
画
」

に「
こ
ど
も
・
子
育
て
支
援

機
能
強
化
の
施
設
整
備
」、

「
子
育
て
関
連
施
設
の
環

境
改
善
」
に
伴
う
事
業
を

掲
載
し
、
活
用
予
定
。

問　
「
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
」の
具
体
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

答
　
令
和
６
年
度
か
ら
８

年
度
に
か
け
て
文
化
庁
の

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計

画
策
定
事
業
補
助
金
を
活

用
し
て
策
定
し
ま
す
。

問　

災
害
時
の
避
難
所
と

な
る
小
中
学
校
の
体
育
館

空
調
設
備
設
置
に
つ
い
て

答
　
国
の
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
を
活
用
し
、
令

和
６
年
度
に
設
計
業
務
を

実
施
、
令
和
７
年
度
完
成

を
目
指
し
ま
す
。

湖南市の未来に希望を持てる
� 市政運営を‼

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

庁
舎
整
備

問　

庁
舎
整
備
に
つ
い
て
、

耐
震
補
強
・
増
築
か
、
新

築
建
替
え
か
、
庁
舎
の
規

模
や
東
西
庁
舎
の
周
辺
施

設
の
あ
り
方
は
。

答
　
策
定
中
の
庁
舎
整
備

基
本
計
画
で
、
既
存
庁
舎

を
生
か
し
た
耐
震
改
修
方

法
や
増
築
、
新
築
な
ど
の

プ
ラ
ン
の
比
較
を
行
い
、

早
い
段
階
で
判
断
し
ま
す
。

　
ま
た
、
庁
舎
規
模
や
周

辺
施
設
の
検
討
も
進
め
計

画
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
前
身
で
あ
る
旧
両
町
の

循
環
バ
ス
は
、「
高
齢
者

や
弱
者
の
足
の
確
保
」「
公

共
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
」

「
通
院
や
通
勤
・
通
学
」「
日

常
生
活
の
利
便
性
を
高
め

る
」た
め
の
循
環
バ
ス
と

い
う
目
的
で
運
行
し
て
き

た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
協
議
会
で
の
結

論
は
、「
新
市
施
行
後
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
踏
ま

え
地
域
住
民
の
利
便
性
を

高
め
る
よ
う
運
行
路
線
、

運
賃
等
調
整
し
、
拡
充
に

努
め
る
。」と
し
て
い
ま
す
。

　

今
一
度
、
事
業
の
目
的

や
、
合
併
時
の
約
束
、
決

意
を
振
り
返
り
、
湖
南
市

と
し
て
、
責
任
を
持
っ
て

事
業
に
臨
む
べ
き
で
は
。

答
　
公
共
交
通
は
、
Ｊ
Ｒ

草
津
線
が
一
次
交
通
で
、

二
次
交
通
が
駅
と
地
域
を

繋
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
小
型
車
両
に

よ
る
再
編
の
ほ
か
、
便
利

で
効
率
的
な
地
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
し
、

水
戸
学
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
運
行
の「
さ
さ
え
あ

い
送
迎
車
み
ー
ぽ
号
」
や

自
家
用
有
償
運
送
な
ど
も

含
め
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
「
さ
さ
え
あ
い
送
迎

車　

み
ー
ぽ
号
」に
バ
ッ

ク
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
は
。

答
　
設
置
に
つ
い
て
は
、

業
者
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
協
議
し
ま
す
。

令和６年度施政方針から庁舎、
� コミバスを問う

会派 きずな●森　すなお 議員

代表質問
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代表質問

施政方針・市政の諸課題、
� 教育方針について

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

問　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に

よ
る
本
市
の
被
害
状
況
の

予
想
は

答
　
地
震
規
模
が
最
大
震

度
６
強
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

9
.
0
の
場
合
、
建
物
被

害
は
全
壊
２
５
４
棟
、
半

壊
２
１
５
１
棟
、
人
的
被

害
は
条
件
の
悪
い
冬
の
深

夜
で
死
者
10
人
、
発
災

１
週
間
後
の
避
難
者
数
は

３
９
４
０
人
と
想
定
し
て

い
ま
す
。

問　

東
庁
舎
は
耐
震
診
断

で
Is
値
０
．２
２
２
と
低

値
。
災
害
時
の
司
令
塔
と

な
る
庁
舎
に
つ
い
て

答
　
市
民
の
生
命
・
財
産

を
守
る
た
め
、
最
低
限
の

業
務
継
続
を
可
能
と
す
る
、

被
災
者
の
生
活
再
建
の
拠

点
で
あ
り
東
西
庁
舎
周
辺

整
備
は
、
災
害
対
策
本
部

機
能
の
強
化
も
併
せ
て
検

討
し
ま
す
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
は

答
　
高
齢
者
の
移
動
手
段

の
確
保
は
重
要
と
認
識
。

道
路
運
送
法
を
遵
守
し
、

地
域
主
体
の
支
え
あ
い
活

動
の
事
例
が
あ
り
、
同
法

の
規
定
に
抵
触
せ
ず
に
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
給
食
費
無
償
化
、

安
心
安
全
な
食
材
使
用
に

答
　
中
学
校
の
無
償
化
は

実
施
で
き
た
が
、
物
価
高

騰
に
よ
る
原
材
料
費
分
の

市
負
担
も
膨
れ
上
が
り
、

小
学
校
の
無
償
化
は
、
見

合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
。
有
機
野
菜
を
使

う
こ
と
は
難
し
い
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
備
等

の
点
検
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

強
化（
公
立
４
園
保
育
園

３
歳
以
上
も
自
園
給
食
へ
）

答
　
自
園
給
食
を
行
う
こ

と
で
セ
ン
タ
ー
の
負
担
軽

減
だ
け
で
な
く
、
食
育
推

進
に
も
繋
が
る
と
考
え
る

が
、
設
備
・
維
持
管
理
費

用
も
か
か
る
の
で
、
比
較

検
討
を
行
い
ま
す
。

能登半島地震では、建物倒
壊による圧死が４割。本市
の耐震診断は。

木造住宅耐震診断
（昭和56年5/31以前建築）

平成15年～
令和５年度

293件

耐震改修工事 ３件

改修事業補助
金

費 用 の4/5、
最大150万円

大島　正秀 議員 令和６年第１回甲賀広域行政組合議会定例会加藤貞一郎 議員 令和６年第２回公立甲賀病院組合議会定例会

付
金
７
億
６
４
３
０
万
円

で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
４
号

　
公
立
甲
賀
病
院
組
合
監

査
委
員
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
条
例
改
正

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
５
号

　
令
和
５
年
度
公
立
甲
賀

病
院
組
合
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
６
号

　
地
方
独
立
行
政
法
人
公

立
甲
賀
病
院
定
款
の
変
更

に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

　
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
湖
南
サ
テ
ラ
イ
ト
の
業

務
を
病
院
本
部
に
集
約
す

る
た
め
定
款
の
規
定
か
ら

削
除
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

（
３
月
26
日
開
会
）

議
案
第
１
号

　
監
査
委
員
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て全

員
賛
成
で
可
決

議
案
第
２
号

　
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
３
号

　
新
ご
み
処
理
施
設
整
備

検
討
委
員
会
設
置
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
４
号

　
令
和
５
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）

　
１
７
，
７
１
８
千
円
を

減
額
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
45
億
８
３
１
５
万
７

千
円
と
す
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

議
案
第
５
号

　
令
和
６
年
度
一
般
会
計

予
算

　
分
担
金
及
び
負
担
金
の

減
、
組
合
債
・
国
庫
支
出

金
の
大
幅
な
減
に
よ
り
前

年
度
よ
り
11
億
７
３
３
２

万
１
千
円
減
額
、
歳
入
歳

出
の
総
額
そ
れ
ぞ
れ
35
億

３
７
５
７
万
５
千
円
と
定

め
る
。

全
員
賛
成
で
可
決

（
３
月
27
日
開
会
） 

議
案
第
３
号

　
令
和
６
年
度
公
立
甲
賀

病
院
組
合
一
般
会
計
予
算

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
、
21
億
５
３
４
０
万
円

で
主
な
歳
入
予
算
は
、
両

市
の
負
担
金
６
億
３
１
９

６
万
円
、
地
方
債
７
億
６

４
３
０
万
５
千
円
、
ま
た

主
な
歳
出
予
算
は
、
法
人

等
負
担
金
６
億
１
９
９
５

万
５
千
円
、
公
債
費
５
億

２
３
５
万
１
千
円
病
院
貸
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問　

現
状
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

答
　
令
和
５
年
６
月
に
庁

舎
整
備
基
本
計
画
策
定
に

か
か
る
業
務
委
託
を
発
注

し
、
過
年
度
業
務
の
精
査

等
の
条
件
整
理
、
庁
舎
の

規
模
、
配
置
等
の
整
備
方

針
、
周
辺
整
備
の
将
来
像

と
そ
の
財
源
の
検
討
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
東
・
西
庁
舎
周
辺
整

備
の
方
向
性（
コ
ン
セ
プ

ト
）
の
設
定
や
統
廃
合
ま

た
は
存
続
さ
せ
る
施
設
の

選
定
と
配
置
イ
メ
ー
ジ
の

作
成
、
東
庁
舎
の
耐
震
工

法
の
比
較
検
討
な
ど
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
議
員

が
危
惧
し
指
摘
さ
れ
た
昨

今
の
能
登
半
島
地
震
を
は

じ
め
と
す
る
耐
震
対
策
は
、

検
討
事
項
の
中
で
も
特
に

重
要
事
項
と
捉
え
て
検
討

し
て
い
ま
す
。
事
業
継
続

計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
観
点
か

ら
も
、
倒
壊
を
免
れ
る
だ

け
で
な
く
、
発
災
直
後
か

ら
直
ち
に
庁
舎
の
各
業
務

が
機
能
し
、
災
害
応
急
活

動
が
実
施
で
き
る
よ
う
な

庁
舎
整
備
が
必
要
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
現
在
、
既
存
の
東
庁
舎

に
つ
い
て
検
討
し
て
お
り

ま
す
の
は
、
耐
震
工
法
・

制
震
工
法
・
免
震
工
法
の

３
つ
の
改
修
案
の
比
較

と
、
増
築
棟
の
新
設
に
よ

る
整
備
に
加
え
、
新
築
案

に
つ
き
ま
し
て
も
比
較
検

討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
耐

震
工
法
と
制
震
工
法
に
つ

き
ま
し
て
は
、
整
備
コ
ス

ト
を
考
慮
し
、
平
時
の
執

務
執
行
に
求
め
ら
れ
る
Is

値
0.75
を
確
保
す
る
こ
と
と

し
、
災
害
対
策
本
部
機
能

は
、
免
震
工
法
で
新
築
す

る
増
築
棟
と
し
、
Is
値
0.9

以
上
の
も
の
を
整
備
し
防

災
力
を
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
る
建
物
を
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

庁舎整備について

会派 きずな●望月　卓 議員

一般質問

観光振興・人権教育・防災で
� 活気と安心を！

無会派●藤川　みゆき 議員

市
の
観
光
振
興
に
つ
い
て

問　

歴
史
遺
産
の
観
光
利

用
に
つ
い
て

答
　
来
年
度
か
ら
３
年
間

か
け
て「
湖
南
市
文
化
財

保
存
活
用
地
域
計
画
」
を

策
定
す
る
予
定
で
、
調
査

を
し
、
市
内
に
あ
る
文
化

財
の
保
存
お
よ
び
観
光
を

含
め
た
活
用
の
た
め
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問　

未
開
拓
の
例
え
ば
谷

城
な
ど
の
活
用
に
つ
い
て

答
　
市
内
に
は
24
の
城
郭

跡
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ま
ず
は
こ
れ
ら
の

調
査
を
行
い
、
観
光
面
の

活
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人
権
教
育
つ
い
て

問　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
通
じ
て「
自
分
が
必
要

な
人
間
」と
実
感
す
る
こ

と
が
人
権
教
育
に
も
必
要

で
、
学
校
現
場
だ
け
で
な

く
地
域
の
中
で
学
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
が
見
解
は
。

答
　
自
尊
感
情
を
高
め
る

取
り
組
み
は
日
常
の
教
科

学
習
や
特
別
活
動
な
ど
で

重
要
視
し
て
進
め
て
い
ま

す
。
今
後
、
子
ど
も
た
ち

が
様
々
な
地
域
や
人
と
出

会
う
体
験
的
な
学
習
を
通

し
て
学
ぶ
価
値
は
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
ま
す
。

体
育
施
設
の
空
調
に
つ
い

て問　

湖
南
市
総
合
体
育
館

は「
救
援
物
資
等
集
積
所
」

と
な
っ
て
い
る
が
、
昨
今

の
災
害
で
は
関
連
死
な
ど

避
難
所
の
環
境
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
の
で
小
ア

リ
ー
ナ
を
災
害
弱
者
の
避

難
所
に
す
る
な
ど
地
域
防

災
計
画
の
見
直
し
が
必
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
　
小
ア
リ
ー
ナ
に
は
畳

も
あ
る
こ
と
か
ら
柔
軟
な

運
用
を
検
討
し
ま
す
。
学

校
体
育
館
の
空
調
整
備
を

行
う
こ
と
か
ら
現
在
、
配

置
し
て
い
る
暖
房
器
具
の

再
配
置
も
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
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問　

防
災
減
災
に
つ
い
て
、

能
登
半
島
の
地
震
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
る
今
だ

か
ら
こ
そ
各
種
計
画
の
見

直
し
、
職
員
･
市
民
の
意

識
向
上
を

答
　
本
市
の
被
災
を
想
定

し
発
災
直
後
の
初
動
対
応

か
ら
迅
速
か
つ
的
確
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
継
続
的

な
訓
練
の
実
施
や
検
証
と
、

併
せ
て
各
種
計
画
･
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
随
時
見
直

し
を
図
り
、
能
登
地
方
の

支
援
等
を
通
し
て「
現
場

を
知
る
職
員
」
を
増
や
す

こ
と
に
よ
り
、
部
署
間
越

境
連
携
を
よ
り
実
現
可
能

な
も
の
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

問　

耐
震
補
強
に
つ
い
て

答
　
昭
和
56
年
５
月
31
日

以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐

震
基
準
の
木
造
住
宅
を
対

象
に
無
料
で
耐
震
診
断
を

実
施
し
、
耐
震
改
修
の
概

算
費
用
の
結
果
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
そ
の
後
耐
震

改
修
を
さ
れ
る
場
合
、
耐

震
改
修
に
係
る
費
用
の
５

分
の
４
も
し
く
は
最
大

１
５
０
万
円
の
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
診
断
結
果
を
基
に
家
屋

の
耐
震
の
強
弱
か
ら
避
難

方
向
に
つ
い
て
説
明
し
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

令
和
７
年
度
甲
西
中

学
校
に
設
置
さ
れ
る
夜
間

中
学
に
つ
い
て

答
　
滋
賀
県
に
在
住
あ
る

い
は
湖
南
市
に
在
勤
し
て

い
る
中
学
校
の
就
学
義
務

年
齢
を
過
ぎ
た
中
学
校
未

修
了
の
人
ま
た
は
不
登
校

な
ど
の
理
由
で
十
分
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

人
の
う
ち
湖
南
市
教
育
委

員
会
が
認
め
た
人
を
入
学

者
と
し
ま
す
。

問　

入
学
希
望
者
が
多
数

と
な
っ
た
場
合
断
る
の
か
。

答
　
入
学
希
望
の
理
由
や

学
習
意
欲
な
ど
面
談
で
丁

寧
に
聞
き
取
り
、
受
け
入

れ
可
能
な
人
数
ま
で
お
断

り
し
な
い
よ
う
に
と
考
え

て
い
ま
す
。

実行性の高い計画の見直しを！

湖南市公明党議員団●副田　悦子 議員

一般質問

問　

本
の
魅
力
に
つ
い
て

答
　
教
育
の
視
点
表
現
力

を
高
め
、
豊
か
な
感
性
・

人
間
性
を
育
み
、
自
ら
考

え
る
力
が
育
ま
れ
る
。
子

育
て
の
視
点
お
う
ち
の
方

の
ぬ
く
も
り
に
触
れ
る
こ

と
で
子
ど
も
の
安
心
感
が

生
ま
れ
る
。
ま
ち
づ
く
り

の
視
点
本
を
介
し
て
、
人

と
人
を
繋
ぐ
手
法
の
一
つ

と
し
て
活
用
で
き
る
。

問　

図
書
館
協
議
会
で
の

意
見
に
つ
い
て

答
　
石
部
の
図
書
館
に
つ

い
て
も
話
し
合
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、

未
来
の
図
書
館
に
つ
い
て

引
き
続
き
協
議
し
て
い
く
。

問　

石
部
文
化
ホ
ー
ル
の

運
営
に
つ
い
て

答
　
令
和
６
年
度
も
同
様
、

市
の
直
営
で
、
甲
西
文
化

ホ
ー
ル
に
職
員
を
配
置
し

な
が
ら
管
理
運
営
を
一
元

化
し
て
い
き
ま
す
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
の

人
員
体
制
は
厳
し
い
の
で

は
な
い
か
。

市民協働のまち。
� まずは、図書館の議論から

無会派●赤祖父　裕美 議員

答
　
文
化
振
興
の
よ
り
一

層
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

災
害
に
備
え
た
避
難
所

問　

福
祉
避
難
所
の
進
捗

状
況

答
　
19
法
人
44
施
設
と
災

害
時
応
援
協
定
を
締
結
し

て
い
ま
す
。
説
明
会
を
開

催
し
、
連
携
強
化
の
場
を

設
定
し
て
い
き
ま
す
。

問　

外
国
籍
住
民
の
避
難

答
　
平
時
か
ら
就
労
先
の

企
業
や
派
遣
会
社
へ
情
報

を
提
供
し
外
国
人
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
検
討
。

保
育
士
業
務
軽
減

お
昼
寝
セ
ン
サ
ー
の
導
入

問　

公
立
４
園
は
導
入
に

至
っ
て
い
な
い
。
民
間
園

は
14
園
中
、
５
園
が
導
入
。

保
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
効

果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
、

下
田
こ
ど
も
園
や
石
部
保

育
園
の
建
て
替
え
時
に
導

入
し
て
は
。

答
　
利
用
状
況
を
十
分
に

調
査
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
考
え
て
い
ま
す
。
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一般質問

児
童
館
政
策
に
つ
い
て

問　

個
別
施
設
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て

答
　
三
雲
児
童
館
の
既
存

建
物
の
一
部
が
新
耐
震
基

準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
複
合
化
を
進
め
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
当
該

施
設
は
本
市
唯
一
の
児
童

厚
生
施
設
と
し
て
自
由
来

館
に
よ
り
児
童
に
健
全
な

遊
び
を
提
供
し
、
そ
の

心
身
の
健
康
を
増
進
す
る

た
め
に
必
要
と
な
る
施
設

で
あ
り
、
施
設
自
体
は
児

童
福
祉
施
設
と
し
て
利
用

が
可
能
で
あ
り
ま
す
の
で
、

今
後
の
有
効
活
用
や
活
性

化
に
向
け
て
検
討
を
進
め

る
た
め
、
個
別
施
設
計
画

を
、「
地
域
移
譲
」
に
見
直

し
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

生
活
道
路
の
安
全
対
策
に

つ
い
て

問　

事
故
多
発
交
差
点
の

四
方
向
一
時
停
止
規
制
に

つ
い
て

答
　
甲
賀
警
察
署
長
あ
て

に
文
書
に
て
要
望
し
ま
し

た
が
、「
設
置
は
難
し
い
」

と
の
回
答
を
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
改
め
て
、
甲
賀
警
察
署

と
協
議
を
し
な
が
ら
追
加

で
き
る
安
全
対
策
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス
の

活
用
に
つ
い
て

答
　
地
元
等
か
ら
要
望
を

受
け
、
警
察
と
道
路
管
理

者
が
時
速
30
㎞
の
区
域
規

制
に
つ
い
て
協
議
し
、
地

域
住
民
や
学
校
関
係
者
等

と
物
理
的
デ
バ
イ
ス（
ス

ム
ー
ズ
横
断
歩
道
・
狭
窄
）

な
ど
の
設
置
場
所
を
協
議

し
、
合
意
形
成
を
図
り
な

が
ら
、
そ
の
結
果
に
基
づ

き
策
定
し
た
整
備
計
画
を
、

警
察
や
地
方
整
備
局
へ
の

報
告
・
受
理
の
う
え
、
事

業
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

ご
要
望
の
う
え
、
気
運
の

高
ま
っ
た
地
域
か
ら
連
携

の
う
え
、
一
緒
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

児童館政策は？
� 生活道路の安全対策は？

会派 きずな●奥村　幹郎 議員

問　

方
針
で
示
す
、
東
庁

舎
の
増
改
築
等
は
、
い
わ

ゆ
る
耐
震
補
強
に
よ
る
改

築
を
示
す
も
の
か
、「
等
」

に
は
、
建
替
え
も
含
ま
れ

る
の
か
確
認
し
ま
す
。

答
　
庁
舎
整
備
基
本
計
画

の
中
で
、
既
存
庁
舎
を
生

か
す
た
め
の
耐
震
改
修
方

法
や
増
築
、
新
築
な
ど
の

整
備
プ
ラ
ン
の
比
較
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

の
で
、「
建
替
え
」
も
含
ん

で
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問　

増
改
築
か
建
替
え
か

改
め
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
庁
舎
整
備
基
本
計
画

の
中
で
、
既
存
庁
舎
の
耐

震
改
修
方
法
や
増
築
、
新

築
な
ど
の
整
備
プ
ラ
ン
の

比
較
検
討
を
行
い
、
そ
の

結
果
に
よ
っ
て
な
る
べ
く

早
い
段
階
で
判
断
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

一
般
的
に
は
、
震
度

６
強
の
規
模
に
地
震
が
発

生
し
た
場
合
に
安
全
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
Is
値
に

つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答
　
建
築
物
の
耐
震
改
修

の
促
進
に
関
す
る
法
律

（
い
わ
ゆ
る「
耐
震
改
修
促

進
法
」）
で
は
、
震
度
６
か

ら
７
程
度
の
地
震
に
対
す

る
Is
値
の
評
価
に
つ
い
て

は
、
0.6
以
上
の
場
合
に
お

い
て
は
、
倒
壊
ま
た
は
崩

壊
す
る
危
険
性
が
低
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
「
湖
南
市
版
小
規
模

多
機
能
自
治
」に
お
け
る

共
助
と「
現
状
の
ま
ち
協

や
区
・
自
治
会
」の
活
動
と

の
違
い
に
つ
い
て

答
　
地
域
に
お
い
て
の
自

主
防
災
組
織
の
取
り
組
み
、

地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
カ
フ
ェ
運
営
な
ど
に
よ

る「
高
齢
者
の
見
守
り
」、

通
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の

「
子
ど
も
の
見
守
り
」
が
既

に「
共
助
」
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
違
い
は
な
い
も
の

で
、
今
後
も
活
動
を
継
続

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

生田市政を問う

会派 きずな●大島　正秀 議員
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一般質問

道
路
の
騒
音
・
振
動
問
題

に
つ
い
て

問　

特
殊
車
両
通
行
許
可

申
請
の
徹
底
を
周
知
す
る

考
え
に
つ
い
て

答
　
騒
音
・
振
動
が
軽
減

さ
れ
る
よ
う
、
特
殊
車
両

や
大
型
積
載
車
両
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
対
し
、
住
宅
街

に
お
け
る
徐
行
の
徹
底
に

つ
い
て
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
注
意
喚
起
文

書
を
掲
載
し
ま
す
。

運
転
手
不
足
へ
の
対
応
に

つ
い
て

問　

運
転
手
不
足
へ
の
対

策
の
考
え
は

答
　
バ
ス
の
路
線
体
系
を

再
編
す
る
こ
と
で
運
転
手

不
足
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

事
業
者
に
対
し
て
は
、
引

き
続
き
バ
ス
運
転
手
の
確

保
に
努
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問　

運
転
免
許
取
得
に
か

か
る
費
用
の
助
成
に
つ
い

て答
　
バ
ス
等
の
特
定
事
業

者
に
対
す
る
市
独
自
の
支

援
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
、

法
整
備
の
状
況
に
応
じ
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

湖
南
市
農
業
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

問　

農
業
の
現
状
に
つ
い

て答
　
本
市
の
い
ず
れ
の
地

域
で
も
、
高
齢
化
が
進
み

こ
れ
か
ら
の
担
い
手
に
不

安
を
抱
え
て
い
ま
す
。

問　

課
題
と
対
策
に
つ
い

て答
　
新
規
就
農
者
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
相
談
や
各

種
支
援
を
行
い
、
集
落
営

農
の
組
織
化
や
法
人
化
の

推
進
、
農
地
利
用
調
整
な

ど
、
様
々
な
施
策
や
支
援

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
農
業
は
、
食
料
の
安
定

供
給
の
ほ
か
、
景
観
保
全
、

水
田
湛
水
機
能
な
ど
農
地

の
持
つ
多
面
的
機
能
を
発

揮
さ
せ
る
た
め
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
引
き
続
き
、
農
業
者

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

交通問題と農業問題について

日本共産党湖南市議員団●川波　忠臣 議員

過去の一般質問について
� 横断歩道通学かばん

会派 きずな●永田　誠治 議員

問　

住
宅
地
内
交
差
点
の

横
断
歩
道
設
置
に
つ
い
て

答
　
今
回
改
め
て
こ
う
し

た
状
況
に
つ
い
て
、
滋
賀

県
公
安
委
員
会
に
相
談
し

ま
し
た
が
、
２
年
前
と
状

況
が
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、

歩
行
者
だ
ま
り
の
ス
ペ
ー

ス
が
な
い
と
横
断
者
の
安

全
が
守
れ
な
い
た
め
、
横

断
歩
道
の
設
置
は
で
き
な

い
と
の
回
答
を
得
て
お
り

ま
す
。
ハ
ー
ド
対
策
は
難

し
い
も
の
の
、
通
学
路
の

安
全
対
策
と
し
ま
し
て
、

教
育
支
援
課
と
調
整
の
う

え
、
団
地
内
徐
行
の
厳
守

啓
発
の
た
め
、
注
意
喚
起

看
板
の
設
置
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

問　

①
通
学
か
ば
ん
を
軽

く
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
　

令
和
４
年
９
月
の
質
問

で
子
ど
も
た
ち
の
通
学
か

ば
ん
が
重
い
た
め
軽
く
な

る
よ
う
、
質
問
し
ま
し
た

が
い
ま
だ
に
重
い
で
す
。

今
後
の
軽
減
策
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

答
　
前
回
の
一
般
質
問
で

お
答
え
し
ま
し
た
と
お

り
、
市
内
小
中
学
校
全
て

で
、「
持
ち
帰
る
必
要
の

な
い
物
は
極
力
置
い
て
帰

る
」「
宿
題
に
関
わ
る
物
な

ど
必
要
な
物
だ
け
持
ち
帰

る
」
と
い
う
基
本
的
な
考

え
方
に
変
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
昨
今
１
人
１
台

端
末
を
持
ち
帰
る
機
会
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
ご
ざ
い
ま
す
。

問　

通
学
か
ば
ん
の
統
一

化
に
つ
い
て

　

現
在
通
学
か
ば
ん
は
、

ラ
ン
ド
セ
ル
、
ラ
ン
リ
ュ

ッ
ク
、
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク

を
使
用
し
て
い
る
と
見
ら

れ
ま
す
。
市
内
小
学
校
に

ど
の
よ
う
な
指
導
を
さ
れ

て
い
る
か
。
お
尋
ね
し
ま

す
。

答
　
統
一
し
て
い
る
学
校

は
４
校
で
、
学
校
ご
と
に

決
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

徒
歩
通
学
す
る
児
童
に

と
っ
て
体
へ
の
フ
ィ
ッ
ト

感
や
重
さ
な
ど
、
体
格
や

健
康
面
に
も
配
慮
を
行
い

検
討
さ
れ
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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一般質問

地
域
自
治
の
担
い
手
と
市

に
よ
る
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て

問　

現
状
、
地
域
ま
ち
づ

く
り
協
議
会（
以
下
、
ま

ち
協
）と
区
・
自
治
会
、
い

わ
ゆ
る
地
縁
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
動
に
対
し
て
は

支
援
が
あ
る
が
、
目
的
型

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る

支
援
は
必
要
な
い
の
か
。

答　

目
的
型
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
ま
ち
協
の
構
成
団

体
と
し
て
参
画
で
き
る
よ

う
ま
ち
協
に
対
し
て
働
き

か
け
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

問　

担
い
手
の
発
掘
・
育

成
は
ど
こ
の
役
割
な
の
か
。

答　

担
い
手
の
発
掘
は
地

域
自
治
の
主
体
で
あ
る
地

域
に
あ
り
、
育
成
に
つ
い

て
は
市
が
市
民
に
対
し
て

意
識
の
醸
成
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問　

中
間
支
援
組
織
に
対

す
る
市
の
見
解
は
。

答　

本
市
に
は
中
間
支
援

組
織
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
取
り
組
み
を
育
成
す

る
と
と
も
に
、
情
報
の
共

有
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
中
間
支

援
組
織
の
必
要
性
に
つ
い

て
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中間支援組織の設置で
� 地域自治の支援を

会派 きずな●中土　翔太 議員

問　

校
庭
・
園
庭
の
芝
生

化
に
つ
い
て
実
施
に
至
っ

た
経
過
や
効
果
に
つ
い
て

答
　
石
部
小
学
校
で
は
、

校
舎
建
替
時
に
砂
埃
対
策

と
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
芝

生
化
し
ま
し
た
。
実
施
に

あ
た
り
、
近
隣
市
を
参
考

に
し
ま
し
た
が
、
維
持
管

理
は
石
部
地
域
関
係
団
体

の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
実
現
し
た
も
の
で
す
。

砂
埃
飛
散
防
止
の
ほ
か
、

児
童
た
ち
の
外
遊
び
が
増

加
し
、
け
が
も
減
少
、
体

力
向
上
に
も
寄
与
し
て
い

ま
す
。
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
芝
生
を
育
て
る
こ
と

で
地
域
と
の
つ
な
が
り
や

郷
土
愛
を
育
む
一
助
と

な
っ
て
い
ま
す
。

問　

市
内
他
校
等
へ
の
拡

大
に
つ
い
て

答
　
芝
生
化
の
効
果
は
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
継
続

性
を
含
め
地
域
や
学
校
と

の
議
論
が
必
要
な
た
め
実

施
に
は
慎
重
な
判
断
が
必

要
と
考
え
ま
す
。

問　

国
民
健
康
保
険
直
営

「
岩
根
診
療
所
」の
再
開
に

向
け
今
後
の
見
通
し

答
　
全
国
的
な
医
師
不
足

等
に
よ
り
医
師
派
遣
に
よ

る
再
開
に
つ
い
て
は
現
在
、

困
難
な
状
況
で
す
。
医
師

派
遣
以
外
の
方
法
も
含
め

て
再
開
を
目
指
し
ま
す
。

問　

甲
賀
市
に
お
け
る
指

定
管
理
で
の
公
設
診
療
所

体
制
事
例
に
つ
い
て

答
　
公
立
診
療
所
は
、
か

か
り
つ
け
医
と
し
て
地
域

医
療
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者

が
増
加
、
働
く
世
代
も
減

少
し
て
い
く
た
め
、
市
内

の
医
療
環
境
の
整
備
は
急

務
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
既
存
医
療
機
関

な
ど
の
活
用
で「
こ
な
ん

在
宅
医
療
安
心
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
の
構
築
を
目
指

し
ま
す
。
岩
根
診
療
所
の

再
開
に
つ
い
て
は
甲
賀
市

の
運
営
方
法
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
引
き
続
き
方
向

性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

校庭の芝生化推進・
� 岩根診療所再開時期‼

会派 きずな●堀田　繁樹 議員
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一般質問

問　

地
震
の
発
生
に
よ
る

水
道
の
断
水
が
能
登
半
島

の
広
い
地
域
で
長
く
続
い

て
い
ま
す
。
復
旧
に
も
ま

だ
ま
だ
日
に
ち
が
か
か
る

と
の
こ
と
、
そ
こ
で
市
の

水
道
の
状
況
に
つ
い
て
質

問
し
ま
す
。
水
道
施
設
・

水
道
管
の
老
朽
化
な
ど
に

対
す
る
管
理
及
び
更
新
状

況
は
。

答
　
安
定
的
か
つ
災
害
に

強
い
水
道
を
施
策
目
標
と

し
、
水
道
管
路
を
継
続
的

で
効
率
的
に
す
る
施
設
更

新
計
画
に
よ
り
進
め
て
い

ま
す
。
耐
用
年
数
だ
け
で

な
く
漏
水
履
歴
な
ど
も
加

味
し
、
漏
水
が
頻
発
す
る

地
域
を
優
先
的
に
更
新
す

る
な
ど
、
ま
た
、
耐
震
性

を
備
え
る
管
材
の
使
用
な

ど
緊
急
時
も
考
慮
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　

災
害
時
の
対
応
は
。

答
　
日
本
水
道
協
会
や
各

自
治
体
に
よ
る「
相
互
応

援
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
、
ま
た
、
湖
南
市
管

工
事
業
協
同
組
合
や
建
設

業
協
会
な
ど
と
の
協
定
に

よ
り
、
迅
速
な
災
害
対
応

に
当
た
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

特
活（
日
本
式
教
育
）に
つ

い
て

問　

日
本
の
学
校
で
は
普

通
に
行
わ
れ
当
た
り
前
の

「
日
直
・
学
級
会
・
掃
除
・
給

食
当
番
」な
ど
が
、
世
界

か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い

ま
す
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
見
解
は
。

答
　
集
団
で
の
活
動
を
通

し
て
、
社
会
の
縮
図
で
も

あ
る
学
校
生
活
上
の
基
盤

と
な
る
、
よ
り
よ
い
人
間

関
係
を
形
成
す
る
力
や
自

治
的
能
力
、
社
会
に
参
画

す
る
力
な
ど
を
身
に
付
け

る
学
習
で
あ
り
、
今
後
も

そ
の
中
で
工
夫
を
凝
ら
し

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

水道の断水について

無会派●松原　栄樹 議員

ようこそ湖南市議会へ！
　２月９日に下田小学校６年生が校外学習で、市議会の見学に来ました。
　議会の見学では実際に議場に入り、２グループに分かれて議員席と傍聴席に座り、両方から
見える景色を体験しました。
　また、議会の役割やしくみについて説明したあと、質問を受けました。
　みなさん熱心に話を聞き、時間が足りなくなるほど積極的に質問をしていました。
　今後も、市内小学校の議場見学が予定されています。

一般質問を体験
質問にたくさんの手が挙がりました

熱心にメモを取ります お礼のお手紙を
いただきました
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〈議会広報委員会〉

開会 6月7日（金） 閉会 6月27日（木）

令和６年６月議会定例会の仮日程をお知らせします

<仮日程>
6月  7日（金）　■本会議　提案説明
6月17日（月）　■本会議　一般質問
6月18日（火）　■本会議　一般質問
6月19日（水）　■ 本会議　一般質問　
    　    　 　 　 議案質疑等

6月20日（木）　●委員会
6月21日（金）　●委員会
6月24日（月）　●委員会
6月27日（木）　■本会議
    　    　 　   委員長報告
    　    　 　   採決

会 誌議 日

今月の表紙
天保義民之碑

　幕府による検地の苛酷な測量に
農民の怒りは大きかった。
　甲賀郡内の各村の庄屋は農民ら
と力を合わせその検地を停止させ
た。「十万日の延べ」の証書を得た一揆の農民は大声を上げて
喜んだ。
　その後の土川、田島、黄瀬らの庄屋に加えられた尋問は惨
酷そのものであった。しかし、調べられた者たちは一人とし
て白状しなかった。
　獄舎中で次々と死んだ者もあったが首謀者としての11人は
檻に入れられて江戸へ送られることとなった。
　街道には農民の多くが涙を流しながら見送り、別れを惜し
んだ。うち江戸へ着いたのは８人であった。

　４月になろうという頃から、寒さが和らいだと感じ
る間もなく、急に暖かくなってきました。気象庁の４
月から６月にかけての３か月予報によれば、平均気温
は全国的に高めの傾向で、早い時期から熱中症に注意
や警戒が必要だそうです。こうした状況を見ると、季
節感というものが毎年変化しているように思います。
　気象状況が変わってきますと、今までの想定が通用
しなくなり、災害が起こらなかった地域に災害が起こ
ることも懸念されます。環境の変化に合わせて備えて
いかなければならないのかもしれません。
  川波忠臣

編
集
後
記

奥村幹郎委員長　永田誠治副委員長　中土翔太委員
副田悦子委員　川波忠臣委員

 ９日―議会広報委員会
10日―議会運営委員会
23日―定例議員研修会
24日―福祉教育常任委員会行政視察
25日―福祉教育常任委員会行政視察
26日―議会運営委員会
  　　議員全員協議会
  　　予算常任委員会協議会
29日―公立甲賀病院組合議会臨時会
30日―１月議会臨時会本会議
  　　議会運営委員会
  　　議員全員協議会
  　　福祉教育常任委員会協議会
31日―甲賀市・湖南市合同議員研修会
  　　会派代表者会議
 １日―産業経済常任委員会行政視察
 ２日―産業経済常任委員会行政視察
 ５日―議会運営委員会行政視察
 ６日―議会運営委員会行政視察
 ８日―総務常任委員会行政視察
 ９日―総務常任委員会行政視察
15日―議員全員協議会
  　　会派代表者会議
19日―会派代表者会議
  　　議会運営委員会
  　　議会広報委員会
21日―本会議［定例会（１日目）］
  　　議員全員協議会
29日―本会議［定例会（２日目）］
 １日―本会議［定例会（３日目）］
  　　議会運営委員会
  　　議員全員協議会
 ４日―本会議［定例会（４日目）］
 ５日―予算常任委員会
 ６日―予算常任委員会
 ７日―予算常任委員会
 ８日―予算常任委員会
11日―予算常任委員会
12日―総務常任委員会
  　　福祉教育常任委員会
  　　産業経済常任委員会
13日―議会改革推進特別委員会
21日―本会議［定例会（５日目）］
  　　議会運営委員会
  　　議員全員協議会
25日―議会広報委員会
26日―甲賀広域行政組合議会定例会
27日―公立甲賀病院組合議会定例会
29日―議会広報委員会

【１月】

【２月】

【３月】
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